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郷土資料館では１１月１日～７日の「文化財

保護強調週間」に関連して、１０月２７日（土）

から１２月２日（日）まで２階の展示室で、新

たに収蔵した資料の展示を行います。この展示

は、昨年度に資料館に寄贈していただいた歴史・

民俗資料と、昨年度に発掘した埋蔵文化財を初

公開するものです。 

 今回の展示では、明治期に鎌ケ谷村で養蚕が

行われていたことを示す史料や、戦時中の北初

富地区の様子がわかる「北初第四農家組合帳簿」、

昭和４０年ごろに東部小学校で行われた運動会

の写真などを展示します。 

このほかにも絵葉書を展示します。たとえば、

昭和３９年に開催された懐かしい「東京オリン

ピック」の絵葉書や日本各地の観光絵葉書など

です。絵葉書というメディアが語る「歴史」に

ついても触れていただければと思います。 

 また、埋蔵文化財では、新山No.1遺跡、新山

No.2遺跡、下向遺跡、柳坪遺跡、鎌ケ谷五丁目

所在野馬土手、木戸脇貝塚、中沢貝塚などの遺

物を展示する予定です。 

 この機会にぜひ郷土資料館で「新しい鎌ケ谷

のたからもの」をご覧ください！ 

お問い合わせは、郷土資料館☎４４５－１０

３０へどうぞ。 
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資料館『夏のアルバム 2018』 

イャ～今年の夏は暑かった！連日の猛暑日は身体に応えました。 

そんな中、郷土資料館には毎年恒例の夏の講座・教室に大勢の皆 

さんが参加してくれました。ここでは、各種「夏休み子ども教室」 

を中心に、写真で資料館の夏を振り返ります。 

 

 
郷土資料館この一品④ 

 

中 沢 貝 塚 を 掘 る 
 

指先に集中！

かまたん見て！上手にできたでしょ 

 

 

 

 
中沢貝塚は、明治時代から考古学者の間で 

は広く知られた遺跡であり、たびたび文献に 

その名が登場します。 

 中沢貝塚の発掘調査では、住居跡やお墓、 

そして貝層が見つかっています。さらに、煮 

炊きに用いた土器、狩猟や食料の加工に用い 

た石器、漁労具である骨角器など、縄文時代 

の人々が使用していた道具が出土しました。 

また、土偶や土版、石棒などのマツリに関す 

る道具、そして耳飾りなどの装飾品も見つか 

っています。 

 昔の「ゴミ捨て場」と言われる貝塚ですが、

当時の食生活をうかがい知る大切なタイムカ 

プセルです。貝層は、ハマグリやアサリ、イ 

みんなでやると楽しい！ 

ハイ、ポーズ！

お父さんが熱くなる 

中沢貝塚から出土した｢土偶｣や｢人面土器など｣ 

ボキサゴをはじめとした海の貝で構成されて 

おり、さらにシカやイノシシなどの動物の骨 

やタイなどの魚の骨が多く含まれていました。

自然の恵みを存分に受けていたことがわかり 

ます。 

 中沢貝塚から出土したこれらの遺物は、郷 

土資料館に常設展示していますので、ぜひ実 

物をご覧ください。 
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｢わらじ｣を履いて体験 

土器片を洗う作業を体験 

発掘の様子に胸をときめかせる 

郷土資料館では、鎌ケ谷市域の歴史や民俗 

に関する疑問や質問に、学芸員がお答えして 

います。日ごろ疑問に思っていることから、 

小学生や中学生の宿題、高校生や大学生のレ 

ポート、卒論のような調査・研究まで、お気 

軽にご相談ください。 

 たとえば、 

◇今から１００年前の鎌ケ谷市域の人口は 

何人？ 

◇なぜ船橋市丸山の飛び地が市域にあるので 

すか？ 

◇「初富」の地名の由来は？ 

◇どうして市内に自衛隊の基地が２つあるの 

見せてもらった昔の通知表に興味津々

 

発掘した土器の保管庫も見学

ですか？ 

◇自分が通っている小学校の歴史を知りたい 

◇市内に廃線跡があると聞きましたがどこに 

あるのでしょうか？ 

◇鎌ケ谷市域にはいつ人が住み始めたので 

すか？ 

◇「貝柄山公園」の「貝柄山」にはどのよう 

な意味があるのですか？ 

◇自分の家の先祖について調べているのです 

が、何か資料はありますか？ 

◇昔、市内には城があったのでしょうか？   

などなど。 

 来館の上直接お尋ねいただくこともできま 

すし、電話（445-1030）やＦＡＸ（443-450 

2）・Ｅメール（kyodo@city.kamagaya.chiba. 

jp）でも受け付けています。どうぞご利用く 

ださい。 

 

 

 

郷土資料館の 

「レファレンス・サービス」

 

mailto:kyodo@city.kamagaya.chiba
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郷土資料館では、１２月１５日（土）～２月

２４日（日）まで「第２０回ミニ展示」を２階

の展示室で開催します。 

平成３０年は、慶応４年（明治元年＝1868）

から満１５０年に当たることから、幕末におけ

る市域下総田中藩領の村々にスポットをあてた

展示を行います。市域の村々のうち粟野村、佐

津間村、中沢村、道野辺村は譜代大名本多氏の

領分でした。 

嘉永６年（1853）のペリー来航から明治２年

までの揺れ動く村の様子を、市域や近隣市町村

の史料、田中藩江戸日記（初公開）などから見

ていきます。どうぞご期待ください。

郷土資料館セミナーを５回シリーズで開催し 

ます。これまで男性を中心とした記述がされる 

ことが多かった歴史ですが、このセミナーでは 

房総地域の無名の女性たちにスポットを当て、 

江戸時代から明治・昭和に生きた女性の歴史、 

彼女らが伝えた生産や信仰に関する民俗などを 

講師に語っていただきます。 

日程・内容・講師 ①１２月１３日（木）「昭和 

２０年の木更津～木更津高等女学校生徒の絵 

日記を中心に～」・稲葉昭智さん（木更津市立 

郷土博物館金のすず副館長） ②１２月２１ 

日（金）「利根川下流域の間引き習俗と女人信 

仰」・榎美香さん（千葉県立関宿城博物館上席 

研究員） ③１月１１日（金）「江戸時代の離 

婚と縁切寺～江戸の離婚を読み直す～」・實形 

祐介さん（千葉県文書館嘱託） ④１月１８ 

日（金）「千葉県の高等女学校と制服史～女学 

生の表象～」・刑部芳則さん（日本大学商学部 

准教授） ⑤１月２５日（金）「在来作物とお 

ばあちゃん～千葉県立中央博物館の『おばあ 

ちゃんの畑』プロジェクト～」・島立理子さん 

（千葉県立中央博物館上席研究員） 

時間 各回とも午後２時～４時 

会場 図書館３階集会室 

定員 ６０名（11/15 から受付・申込先着順・

１回のみの参加も可） 

申し込み 郷土資料館☎４４５－１０３０  

ＦＡＸ：４４３－４５０２ 

郷土資料館では、ボランティアによる館内の

「常設展示ガイド」や、市内に点在する「文化

財ガイド」を行っています。ぜひご利用を！ 

◇常設展示ガイド◇ 

 経験豊かなガイドボランティアが、館内に常

設展示してある各種歴史資料をやさしく、丁寧

に解説します。見て、聞いて、楽しく学べると

好評です。 

日時 原則として毎週土曜日と日曜日の午後

１時～４時（祝日に当たる場合は休み） 

◇文化財ガイド◇ 

ガイドボランティアが、市指定文化財など歴

史的な魅力あふれる鎌ケ谷をご案内します。 

対象 原則５名以上のグループで、希望される

日の２週間前までに郷土資料館へお申し込

みください 

案内時間 午前の部：９時３０分～１１時３０

分 午後の部：２時～４時 

問い合わせ 郷土資料館☎４４５－１０３０ 

ＦＡＸ：４４３－４５０２ 
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◇◇第２０回ミニ展示◇◇ 

「鎌ケ谷幕末騒動記」 

―本多の殿様と下総田中藩領の村々― 

 

郷土資料館セミナーを開催 

―「房総の女性の歴史と民俗」がテーマ― 

ガイドボランティアがご案内します 

―楽しく学べると大好評！― 
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